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Ⅰ 一般会計補正予算（第 9号） 

１ 補正予算編成の考え方 

 新型コロナウイルスワクチンの追加接種（3 回目接種）を速やかに実施するために必要な体

制整備や、ワクチンパスポートの発行増等に対応するため、ワクチン案内センターの機能強化

を図るほか、今後想定される第 6 波へ対応するため、新型コロナウイルス感染症の陽性患者で

自宅療養となった方等に対する食品等の配達、パルスオキシメーターの貸与及び保育施設等に

従事する職員に対する定期的なＰＣＲ検査を実施する。 

また、市立高等学校において令和 4 年度から実施するＩＣＴ機器を用いた授業のために必要

なネットワーク環境を追加整備するため、令和 3 年度一般会計補正予算（第 9 号）を編成する。 

２ 補正予算の内容 

〇 新型コロナウイルス感染症への対応に係る補正予算 922,749 千円

（１）医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 900,489 千円

・新型コロナウイルスワクチン接種事業費 685,725 千円

ワクチンの 3回目接種を速やかに実施するために必要な体制整備や、ワクチンパスポ

ートの発行増等に対応するためワクチン案内センターの機能強化を図る。

   内容：集団接種会場の運営、接種費用、案内センターの機能強化等 

   対象者：ワクチンの 2回目接種後、概ね 8ヵ月経過した方 

   接種スケジュール：令和 3年 12 月～令和 4年 7月 

※集団接種は令和 4年 1月下旬頃から実施 

   債務負担行為：980,000 千円（令和 4年度実施分） 

・感染症対策事業費 214,764 千円

   ①自宅療養者に対する食品等の支援事業 147,600 千円

新型コロナウイルス感染症の陽性患者で自宅療養となった方等に対して、自宅へ食

品等の配達を実施する。 

内容：レトルト食品等（8日分） 

②自宅療養者に対するパルスオキシメーターの貸与事業 19,164 千円

新型コロナウイルス感染症の陽性患者で自宅療養となった方等に対して、パルスオ

キシメーター（血中酸素濃度計）を世帯に 1台貸与する。 

③保育施設等に従事する職員に対するＰＣＲ検査事業 48,000 千円

    感染状況の確認や集団感染への早期対応を図るため、保育施設等に従事する職員に

対して定期的に一定数のＰＣＲ検査を実施する。 

    対象：希望する保育施設・幼稚園等の無症状である従事者 

期間：令和 3年 12月～令和 4年 3月（期間中、3,000 人程度の検査を想定）

令和 3年度 11 月補正の概要
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（２）子どもたちの居場所・学習機会の確保と心のケア 22,260 千円

  ・教育ＩＣＴ環境整備事業費 22,260 千円

   市立高等学校において令和 4年度から実施するＩＣＴ機器を用いた授業のために必要

なネットワーク環境を追加整備する。 

   整備高等学校：尼崎高等学校・尼崎双星高等学校・琴ノ浦高等学校 

   整備箇所：選択教室・特別教室（美術・音楽・家庭科等）等 

３ 補正予算の規模 

  （単位：千円）

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

217,868,446 922,749 218,791,195

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円）

歳  入 歳  出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

地方交付税 186,720 衛生費 900,489

国庫支出金 685,725 教育費 22,260

県支出金 50,304

合 計 922,749 合 計 922,749

５ 債務負担行為 

追 加 （単位：千円）

事  項 期 間 限 度 額 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 令和 4年度 980,000

６ 費目別事業概要 

衛生費 900,489 千円

 感染症対策事業費 214,764 千円

  新型コロナウイルス感染症の陽性患者で自宅療養となった方等

に対する食品等の配達、パルスオキシメーターの貸与及び保育

施設等に従事する職員に定期的なＰＣＲ検査を実施する。 

新型コロナウイルスワクチン接種事業費 685,725 千円

  ワクチンの 3 回目接種を速やかに実施するために必要な体制整

備や、ワクチンパスポートの発行増等に対応するためワクチン

案内センターの機能強化を図る。 



- 3 - 

教育費 22,260 千円

 教育ＩＣＴ環境整備事業費 22,260 千円

  市立高等学校において令和 4 年度から実施するＩＣＴ機器を用

いた授業のために必要なネットワーク環境を追加整備する。 


